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2006 年  01 月  12 日  

熊野の旅 七里御浜と堤防 
 きれいな弧を描く七里御浜はそっくり松林だったことは書きましたね。松林のある

海岸はほとんどの場合松林の外は砂や砂利に浜になりそのまま海につながっていた

ものです。それが海岸の浸食と共に高潮の危険が増し堤防が築かれるようになりまし

た。 
 七里御浜はダムの建設以来浸食の進行が早まってきましたから全面的に高潮対策

をすることとなってしまいました、十分とはとてもいえないのですが、民家のあると

ころの堤防は一応出来ています。今は松原があり民家まではかなりの距離のあるとこ

ろの工事がほんの少しづつ進んでいます。半世紀かけても熊野市内の 5Km ほどがま

だ完成していません。 
 高潮対策の面からは堤防があったほうが安心なのですがこの堤防が松原の景観に

対してはまったく邪魔なものです。松原の中に遊歩道が作られていますが海辺の松原

を散策して海が見えるのは集落から浜に出るためにあちこち開けられた通路からだ

けです。なんだか寂しい話です。陸地は海によって休むことなく削られ続けているの

ですから仕方の無いことですが… 

 

 この堤防はあと少し切れているのでサイクリングの自転車を乗り入れてもそのま

ま通り抜けることが出来なくなっています。最後に自転車を担いで堤防を降りなくて

はなりませんがそれをいとわなければ快適なサイクリングロードです。片側が砂利浜

と太平洋、反対側は元松原今は温帯性照葉樹林…新しい区間では海の側が高い場所に

は１ｍほどの壁が作られているので走っていて不安を感じることはありません。古い

区間はこれが無いので浜への出口のゲートの部分では気をつけてください。表面はコ



ンクリートで作られていて、ほぼ水平に続きます。入り口は『花の窟』の前からです。

サイクリングでこられた方はぜひこの上を走って七里御浜の景観を堪能してくださ

い。 
カメラはプリモフレックス III   by je2luz | 2006-01-12 12:56  

 

 

 

 

2006 年  01 月  13 日  

熊野の旅 鵜殿村消滅・・・三重県に村は無し・・・ 
 以前にも書きましたが『日本一狭い村』として全国に知られていた鵜殿村がとうと

う姿を消しました。地形的には合併先の紀宝町の懐に抱かれたような形ですから合併

して不便になるとかは無いでしょうね。学校も鵜殿だけでは小さすぎるため紀宝町と

共同の組合立でやってきたのでそうした面でもあまり変わらない感じですね。村内に

県道が一本も無い村でした。４０年経っても出来上がらない４２号線のバイパス工事

が完成すれば国道もなくなるはずの村でした。何せ、2Km 四方しかないのですから

たまたまそこを通る以外はたいそうな道が要る面積ではなかったわけです。 
 いくら狭くても立派な自治体だったわけですがお上の意向には逆らえないのです

ね。ある意味ではまともな役場も無かった紀宝町に少しまともな役場が出来、紀宝町

全体を見れば役場の位置も良くなった感じはしますがね。 
 町名は『紀宝町』です。５０年ほど前の昭和の合併の時にも合併話があったところ

です。鵜殿村が紀州製紙の城下町で全国でも珍しいほど裕福だった時代なので合併し

なかったのです。今では紀州製紙も操業は続けていますがかつてのように専用貨物列

車が原料も材木や漂白用の苛性ソーダをどんどん運ぶような操業状態ではないよう

です。紙のロールを積んだトラックもあまり見ないくらいですから… 

 
 この合併によって三重県から『村』がなくなりました。鵜殿・美杉・大内山など一

杯あったのですが、村の歴史は終わりました。 



 『市』がうんと増えて残りは『町』になったのですが現実には山間部の村は町どこ

ろか村の形態をなさないほどの過疎が進んでいます。形態をなさなくなってきたので

合併した所も多いようです。鵜殿村は村にしては珍しく過疎に遭わないところでした

が財政難には襲われたようです。 
 合併しても鵜殿の地名と鵜殿駅の名前は残ります。 

 
by je2luz | 2006-01-13 12:38 

 

 

 

 

2006 年  01 月  14 日  

熊野の旅 雨と熊野の道路 
 熊野は豪雨地帯です。年間 5000ｍｍほどの雨が降るとか・・・ 
 今年の冬はまさに異常気象で全く雨が降りませんでした。真冬に家庭菜園に水をや

るほどです。 
 昨夜から外は雨の音…多くに人が喜んだと思います。お昼までずっと振り続けてい

ました。これで木々も生き返るでしょうし、草たちは本格的に春の準備に入ると思い

ます。少し暖かい日が続けばタンポポなどは花を咲かせるでしょうね。 
 冬の雨はドカ降りはしませんが、春になると集中豪雨が始まります。春雨などとい

うかわいらしいものではありません。川は増水し大変なときがあります。目の前の暖

かい太平洋が無限に水分を供給しますから 100ｍｍそこらの雨は当たり前ですね。 
 こうしたドカ降りの多い気候に合わせたのか熊野市内木本町から有馬町にかけて

の国道 42 号線の舗装は浸透性のものになっています。粒粒をつなぐコールタール分

が少なくて隙間だらけにしてあります。歩道も同様です。 
 この舗装は都市部では雨水が一気に側溝に流れ込む今までの舗装より降った雨を

地下に送り込めるので地下水の維持も出来るし集中豪雨のときの河川への負担も減

らせるので採用されつつあるものです。ここでは下は砂利で地下水は 100ｍほどで太

平洋に行ってしまうのですが、年中豪雨で車道も歩道も水が浮いて危ないところなの

でハイドロプレーニングやスリップ防止の意味が強いようです。 
 表面がざらついているので走っているとタイヤノイズが大きいですね。タイヤの減

りは多少大きいかもしれませんが、一旦雨が降ると効果抜群です。車が雨の中を走る

ときのジャーッ・・・ベチャベチャというノイズはほとんどありません。乾燥時には

普通の舗装区間からこの区間に入るとノイズがいきなり増えるのですが雨のときは

減るのです。 
 歩道を歩く人も水溜りもほとんど無く滑りませんし、かかとからのしぶきも無くて

歩きよいものです。 
 舗装のやり直しのときに全部これにすればよそで多い街中のミニ洪水は大幅に減

るでしょうね。 



 
 by je2luz | 2006-01-14 13:38 | 熊野  

 

 

 

2006 年  01 月  15 日  

熊野の旅 熊野の春 1 
 熊野に春が近づいています。今は寒の最中ですが春は確実に近づいています。 
 昔は熊野に春が来ると七里御浜のあちこちがにぎわったものです。観光客ではあり

ません。地引網の漁が始まるからです。 
 七里御浜は砂利浜ですから地引を引くのに適した浜です。浜から小船を出して網を

下ろし皆で巻く…、そうした地引が集落ごとに在ったのです。 
 ここ木本でも 700ｍほどの間に二系統の地引が在ったものです。今は木本の地引は

在りません。魚が減って商売にならなくなって休漁していた漁業権を海岸保全工事の

ために買収したので漁業権が消滅しています。ダム建設による海岸浸食の対策で今は

その場所に潜堤が築かれつつあります。 
 地引のシーズンと言うことは小魚のシーズンでもあります。 
 地引に入る魚は網も細かいのでそこに居た魚は何でも掛かります。鯛・鯖などの大

物もいますが主なものはやはり鰯の類です。大量に群れているのでうまく巻き込めば

大量になります。しかし、地引で捕る鰯は小ぶりのものが多いし漁の時間が昼間にな

り魚市場の時間とはズレがあります。つまり、外への販売には向かないのです。都会

では鰯も鯵も大きなものを好まれ、小さなものはあまり市場性も無いのです。従って

地引物は地元に出回ります。地元だけで消費するので当然安く出回ります。生で消費

できないから干物が発達しました。それも、小さいので開きにするのも大変なので『丸

干し』になったのです。 
 地引がほとんど引かれなくなって、沖捕りになっていますが、やはり春先は小鰯の

シーズンです。店先には小鰯が並びます。空揚げにもってこいの大きさです。きびな

ご・うるめ・かたくち・・・これからがシーズンです。これを食べさせるところはな

さそうですが、ぜひ食べていただきたい熊野の味覚です。新しくないとにおいが強く



なりおいしくないのです。 
 皮がめくれて居ない鰯…おいしいものです。 

 

 カメラはエンサイン 16-20・・ロス。エキスプレス・英国  by je2luz | 2006-01-15 12:10 

 

 

 

 

2006 年  01 月  16 日  

熊野の旅 熊野の春 2 
 熊野の海岸線には雪がほとんど降りません。前にも書きましたように非常に季節感

の無いところです。落葉樹も少なく庭木とか以外にあまりありません。 
 夜の気温も零下に下がることはめったにありません。観葉植物が屋外で冬を越して

しまうくらいです。 

 



 南側に向いた陽だまりには日が長くなる頃になると春が来ます。タンポポは当然の

ように花を咲かせます。蓮華を蒔けばそろそろ花をつけ始める頃です。 
 春の花が咲く横で水仙や山茶花の花も咲きます。冬の花と春の花が混在するのです。 
 名古屋や東京との気温の差はそれほどあるわけではないのですが、生物の命の元に

なる『水』の凍結する『０度』のラインをはさんだところでの２度３度の差はものす

ごく大きいようです。山間部との夜の温度差が 4～5 度です。山間部は今真冬です。

同じ市内で車で１０分で冬の国です。 
 この季節でも熊野路の陽だまりは春です。 
 七里御浜の堤防は北と西の風を遮る方向に走っています。季節風が吹いていても堤

防の外側は全く当たりません。太陽だけが当たります。 
 最近は無くなってしまいましたが以前は堤防の外側に小さな掘立小屋が建ってい

てお年寄りが集まって日向ぼっこしていたものです。どうして最近無くなったのでし

ょうか…年寄りは随分増えましたがね。 
幼馴染の連帯が薄れたのでしょうかね。たまに堤防のそばで日向ぼっこしているの

は旅行者か高校生くらいです。 
 車で走っていてもほとんどのところで車を止められるスペースは探せます。ほんの

少しの時間堤防の外に出て休憩してみてください。そこは春ですから… 
      by je2luz | 2006-01-16 10:54 

 

 

2006 年  01 月  17 日  

熊野の旅 熊野の春 3 

 



 熊野の海岸線は暖かいと思えるのは夜のことです。いつも言いますように夜中でも

零下になることが少ないと言うことがすごく大きなことです。 
 暖かいところの植物のアロエは露地で冬を越します。この海岸線ではあちこちの庭

に植わっています。「医者要らず」と呼ばれるこの草は常備薬として植えられたから

です。鉢植えにして冬は室内に…などと言うのではなく庭の隅で放っておけば良いの

で便利なものでした。 

 
 アロエの花は真冬に咲きます。南方系の花らしく異様な感じの花です。 
 この季節に古道を歩くとき民家の庭先を見るとこの花が咲いているのを見かける

と思います。ただ、この花は毎年必ず咲くと言うものでもないのでアロエがあっても

咲いていないものもあります。古株になると一杯咲いているものもあります。 
 此花が先っちょまで咲きあがってしまう頃には寒も明けて本格的な春の風が吹き

始めます。冬の一番寒いときに一ヶ月余りかけて咲いてゆく花です。熊野では当たり

前の光景であまり気に止められることも無いものです。  by je2luz | 2006-01-17 12:59 | 

 

 

 

 

 

2006 年  01 月  18 日  

熊野の旅 久々の熊野古道 杖 
 日本人は杖が好きです。 
 人生は、４本足、２本足、３本足の順に進むということですから･･･ 
 日本では上は富士山から始まって歩く場所では必ずと言って良いほど『杖』が置い

てあります。焼印を押した立派な有料のものから棒切れのようなものまでさまざまで

す。 
 ここ熊野市の熊野古道では川原竹などの簡単な杖があちこちにおいてあります。コ

ースの性格上出発点とゴール点が違うので元に戻すことは出来ません。乗り捨て自由

なレンタカーみたいなもので好きなところのものを使って好きなところに返してお

けばいいのです。もちろん無料です。地元の人が適当に作るので長さも材質もばらば

らです。 
 こんな棒切れは昔の子供の必需品でした。そうです、『ちゃんばらごっこ』の刀で

す。私などはこれを腰に挿して通学していました。学校では机に大切に立てかけてい

ました。邪魔なので教室の後ろに刀掛けを作ってくれた先生も居ました。このように

川原竹は馴染み深いものだったのです。今ではきゅうりやナスの支柱か古道の杖くら

いしか使われなくなりましたね。 
 昔のお年よりは『黒モジ』や『サルスベリ』などの木も杖にしていましたね。日本

の杖は西洋のステッキに比べて長めですね。水戸黄門ほどは長くないですが… 

 



 
ここは『松本峠』の木本町一番下の入り口です。ほとんどのときはこのように杖がお

いてあります。出払ってしまうときもありますがそのうち地元の人が回収してきます。 
カメラは  コダック・シグネット 35  by je2luz | 2006-01-18 09:59 

 

 

 

2006 年  01 月  19 日  

熊野の旅 熊野古道・石畳の道 
石畳の道と言うと日本では長崎と言われますね。坂が多いところでは道を守るために

石畳になります、少し急になると石段になります。日本は明治・大正になるまでは街

道筋を馬車が走るとか言うことが無かったので東海道などの幹線以外は山道は石段

平地は地道が多かったのです。西洋ではこれを石畳にしたのは地道では馬車がぬかる

みにはまるからです。 
 熊野古道の一部の里道では石畳が使われています。あまり古くないようなものです

が、豪雨地帯ゆえに地道では雨のたびに路面が流されるからです。古道以外でも里道

には石畳がたくさんあったのですが今では道路改修で拡幅舗装されてほとんど残っ

ていません。これらはきちんとした切石で畳んだものではなく、歩く分には問題なか

ったのですが自転車に乗るのには非常に不都合なものでした。 
 『松本峠』に掛かる部分の里道は石段と石畳が残っています。上に民家とお寺があ



るのですが急な勾配もあって道が改修されなかったので残されているのです。こんな

街中で珍しいことです。おかげで松本峠越えは木本町のはずれから古道気分に浸れる

のです。 

 

カメラはコダック・シグネット 35・エクター   by je2luz | 2006-01-19 11:15  

 

 

 

2006 年  01 月  20 日  

熊野の旅 古道脇の仏 

 



 松本峠の登り口になにやら小さな祠が祭られています。祠はセメント造りにされて

しまっていますが、その脇に荒削りな石灯籠が立てられています。 
 ものすごく荒削りな分なんだか良い趣があります。 

 
 これだけの石灯籠がある割りに祠は写真にするようなものでもないのです。この辺

りには隠れキリシタンも随分居たようであちこちに『キリシタン灯篭』なるものがあ

って横の祠は二の次で拝んでいるのは十字架に見立てた灯篭だったとか、祠の仲の観

音様がマリア様だったとか言われていますが、これは何も書かれていないので普通の

灯篭のようです。 
 この辺りの神社は小さくて豪族なども居なかったところだけにまともに灯篭が立

てられているところが少ないのです。神社に石灯籠が建てられるようになったのはさ

ほど古い話ではないのではないでしょうか。坂上田村麻呂に退治されるまでは少しは

強い豪族も居たはずなのですが、その痕跡は無いですね。 
by je2luz | 2006-01-20 11:36 

 

 

 

 

2006 年  01 月  21 日  

熊野の旅 町並み 親地町 

 



 熊野古道伊勢路を越えてきた人にとって松本峠を越え終わるとそこから速玉大社

までは平坦な８里ほどの道のりになります。難行苦行の後にたどり着いた神の里仏の

国の入り口です。 

 
 今はこの道は漁師町の狭い道路ですが昔なら当たり前の漁村と旅籠程度の有る道

だったのでしょうね。この平坦な道がどれほど旅人をほっとさせたことでしょう。 
 松本峠からの 1Km 足らずの下り坂は峠を越えてから見た七里御浜と熊野三山を抱

える山並みへ早く着きたいと言う一心で疲れも忘れて駆け下りてきたことだと思い

ます。 
 この道をまっすぐ海に向かうと『木本神社』に出ます。そこが浜街道の入り口で真

っ平らな道が松原を縫って進んでいたものと思われます。今は国道４２号線が取って

代わっています。 
 この漁師町は親地町（おやぢまち）と言われるところです。木本町発祥の地です。

ここを流れる西郷川が貴重な真水の供給源だったからでしょうね。木本町は熊野川が

運んだ土砂を黒潮が磨きながら踏みあげた砂利の上に出来た町ですから井戸もまと

もに掘れないからです。 
 細い道沿いに低い軒の家が並んだ漁場らしい町並みです。お年寄りが集まって道端

に座っていることも多いです。まさに典型的な昭和の田舎町の風情です。 
 カメラはコダック・シグネット 35  

by je2luz | 2006-01-21 09:37  

 

 

2006 年  01 月  22 日  

熊野の旅 またまた役所の無駄遣い？？？観光公社  

 熊野市駅駅前に『熊野市観光公社』なる第三セクターが出来たようです。 
 観光客の掘り起こしと利便性の向上のためだそうです。旅行業も取り扱うとのこと

です。 

 



 この和風二階建ての建物が『熊野市観光公社』になります。斜め前には『熊野市観

光会館』があり観光協会が入っています。これをどうするのか聞いていませんが、ほ

とんど宿泊施設もなく流入客の見込めないところで『公営』の観光業を始めるとは・・・ 
 この写真は熊野市駅の出口から正面を見たもので建物の左が駅から国道に向かう

道路です。すぐ後ろに熊野市役所があります。この建物、以前は『みはま食堂』とい

ういわゆる駅前食堂でした。私の親戚にも当たるため子供の頃山間部から木本に出て

くるとここでうどんを食べさせてもらった記憶があります。そうですね、チキンライ

スも食べさせてもらいましたね。他にも西山食堂とか何軒もあったものですが、今で

はこの観光公社になった建物の隣で『喜楽食堂』が一軒営業しているだけです。 
 それにしても以前から取り上げている『紀南ツアーデザインセンター』に飽き足ら

ず『観光公社』まで始めるとは・・・・ 
 旅行業をはじめてパッケージツアーも企画するとか…これってどうやって集客す

るのでしょうね。またまた、税金でキャンペーンやって宣伝費１００万円で売り上げ

５０万円式のことをやるのでしょうね。物産振興でも同じですからね。この調子で行

くと見込みのない『簡保センター』を買い取って第三セクターで営業しかねません。

中央省庁から来た市長だけに税金垂れ流しには麻痺しているようです。困ったもので

す。 
 客が来なければディズニーランドの旅とか USJ の旅などを企画して熊野市民に金

を使わせるのが落ちですね。学校の修学旅行に介在して実質的には高くなるとか・・・

武士の商法ですからね。 
 とりあえず、こんな立派なものがオープンしたことを宣伝しておきます。 
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